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(57)【要約】
　色素供与体要素、前記色素供与体要素を使用する印刷方法および前記色素供与体要素を
含む印刷アセンブリーが記載されているが、前記色素供与体要素の色素供与体層はエチル
セルロースをバインダーとして含む。前記色素供与体要素は、少なくとも２．０の印刷濃
度を維持しながら、２．０ミリ秒／ライン以下のライン速度で受理体要素上に欠陥のない
画像を印刷できる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支持体および色素層を含んでなる供与体を得る工程であって、前記色素層がバインダー
および色素を含んでなり、前記バインダーがエチルセルロースを含んでなる工程；
支持体および当該支持体上に色素受理層を有する受理体を得る工程；
供与体の色素層を受理体の色素受理層に隣接して設置する工程；および
供与体に像様に熱を印加して受理体上に色素画像を形成する工程；
　を含み、前記画像が２ミリ秒以下のライン速度で形成される、印刷方法。
【請求項２】
　前記画像が１．５ミリ秒以下のライン速度で形成される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記画像が１．２ミリ秒以下のライン速度で形成される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記画像が少なくとも２のＤmaxを有する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　受理体を得る工程が支持体上に色素受理層を押出すことを含む、請求項１に記載の方法
。
【請求項６】
　前記エチルセルロースが、エトキシル含量が５０．５％以上の第１のエチルセルロース
およびエトキシル含量が５０．５％未満の第２のエチルセルロースを含んでなる、請求項
１に記載の方法。
【請求項７】
　第１のエチルセルロースが、全バインダー質量に対して２～９８質量％の量で存在する
、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　第２エチルセルロースが、全バインダー質量に対して２～９８質量％の量で存在する、
請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記色素層が可塑剤を含まない、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記色素層が可塑剤を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記可塑剤が、脂肪族ポリエステル、エポキシ化油、塩素化炭化水素、ポリ（エチレン
グリコール）、ポリ（プロピレングリコール）、ポリ（ビニルエチルエーテル）またはこ
れらの組み合わせである、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記可塑剤が、ポリエステルアジペート、ポリエステルセバケート、ポリ（プロピレン
グリコール）またはポリエステルグルタレートである、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記可塑剤が、バインダーの質量の１質量％～３５質量％の量で存在する、請求項１０
に記載の方法。
【請求項１４】
　前記バインダーが、４０質量％を超えるエチルセルロースを含んでなる、請求項１に記
載の方法。
【請求項１５】
　前記バインダーが、６０質量％を超えるエチルセルロースを含んでなる、請求項１に記
載の方法。
【請求項１６】
　前記バインダーが、８０質量％を超えるエチルセルロースを含んでなる、請求項１に記
載の方法。
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【請求項１７】
　支持体および色素層を含んでなる染料供与体要素であって、前記色素層が色素およびバ
インダーを含んでなり、前記バインダーが、エトキシル含量が５０．５％以上の第１のエ
チルセルロースおよびエトキシル含量が５０．５％未満の第２のエチルセルロースから実
質的になる染料供与体要素。
【請求項１８】
　第１のエチルセルロースが、全バインダー質量に対して２～９８質量％の量で存在する
、請求項１７に記載の染料供与体要素。
【請求項１９】
　第２のエチルセルロースが、全バインダー質量に対して２～９８質量％の量で存在する
、請求項１７に記載の染料供与体要素。
【請求項２０】
　前記色素層が可塑剤を含まない、請求項１７に記載の染料供与体要素。
【請求項２１】
　前記色素層が可塑剤を含む、請求項１７に記載の染料供与体要素。
【請求項２２】
　前記可塑剤が、脂肪族ポリエステル、エポキシ化油、塩素化炭化水素、ポリ（エチレン
グリコール）、ポリ（プロピレングリコール）、ポリ（ビニルエチルエーテル）またはこ
れらの組み合わせである、請求項２１に記載の染料供与体要素。
【請求項２３】
　前記可塑剤が、ポリエステルアジペート、ポリエステルセバケート、ポリ（プロピレン
グリコール）またはポリエステルグルタレートである、請求項２１に記載の染料供与体要
素。
【請求項２４】
　前記可塑剤が、バインダーの質量の１質量％～３５質量％の量で存在する、請求項２１
に記載の染料供与体要素。
【請求項２５】
　供与体および受理体を含んでなる印刷アセンブリーであって、前記供与体が支持体およ
び色素層を含んでなり、前記色素層がバインダーおよび色素を含んでなり、前記バインダ
ーがエチルセルロースを含んでなり、前記受理体が支持体および支持体上に押出された色
素受理層を含んでなる、印刷アセンブリー。
【請求項２６】
　前記エチルセルロースが、エトキシル含量が５０．５％以上の第１のエチルセルロース
およびエトキシル含量が５０．５％未満の第２のエチルセルロースを含んでなる、請求項
２５に記載の印刷アセンブリー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　エチルセルロースのバインダーを有する色素供与体層（ｄｙｅ　ｄｏｎｏｒ　ｌａｙｅ
ｒ）を含む色素供与体要素（ｄｙｅ　ｄｏｎｏｒ　ｅｌｅｍｅｎｔ）を利用する速い印刷
速度での感熱印刷方法が開示される。
【背景技術】
【０００２】
　熱転写システムは、例えば、カラービデオカメラまたはデジタルカメラから電子的に生
成された写真からプリントを得るために開発されてきた。電子写真は、カラーフィルター
により色分解される。色分解されたそれぞれの画像は、電気信号に変換できる。これらの
信号を操作して、シアン、マゼンタおよびイエロー電気信号を生み出すことができる。こ
れらの信号は、サーマルプリンタに送ることができる。プリントを得るために、例えば、
ブラック、シアン、マゼンタまたはイエローの色素供与体層を、受理体要素（ｒｅｃｅｉ
ｖｅｒ　ｅｌｅｍｅｎｔ）の色素画像受理層（ｄｙｅ　ｉｍａｇｅ　ｒｅｃｅｉｖｉｎｇ
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　ｌａｙｅｒ）と対向して配置し印刷アセンブリー（ｐｒｉｎｔ　ａｓｓｅｍｂｌｙ）を
形成でき、それをサーマルプリントヘッドとプラテンローラーの間に挿入できる。サーマ
ルプリントヘッドを使用して、色素供与体シートの裏面から熱を印加することができる。
ブラック、シアン、マゼンタまたはイエロー信号に応答してサーマルプリントヘッドを連
続的に加熱することができる。この過程を必要に応じて繰り返し、全色および、望まれる
場合ラミネートまたは保護層を印刷することができる。元の写真に対応するカラーのハー
ドコピーが得られる。この過程のさらなる詳細および実施するための装置は、Ｂｒｏｗｎ
ｓｔｅｉｎに付与された米国特許第４，６２１，２７１号に含まれている。
【０００３】
　熱転写は、裏面から色素供与体層への供与体を通じた熱の伝達により起こる。色素供与
体層中の色素が十分に加熱されると、それらは昇華または拡散し、受理体要素の隣接する
色素受理層に移動する。受理体上の画像を形成する色素の密度は、移動した色素の量によ
り影響されるが、それは同様に色素層中の色素の量、色素層が得る熱、供与体層上のある
部分に熱が維持される時間の長さに影響される。
【０００４】
　２．０ミリ秒／ライン以下と考えられる高い印刷速度では、プリントヘッドは熱の入／
切サイクルを非常に迅速に経験する。この発生した熱は、非常に迅速に色素供与体支持体
集合体（ｄｙｅ－ｄｏｎｏｒ　ｓｕｐｐｏｒｔ　ａｓｓｅｍｂｌａｇｅ）を通って、供与
体から受理体への色素の移動をもたらさなければならない。供与体中の各層は絶縁体とし
て働くことができ、供与体の層を通る受理体への熱の移動を減速させる。熱の印加時間が
短いので、熱移動効率の低下があると印刷中の供与体層の有効温度が下がり、移動した色
素の密度の低下につながる。プリントヘッド電圧の上昇、色素供与体層中の色素密度の増
加またはそれらの組み合わせにより、短いラインタイムに関連する低い印刷濃度を克服す
ることが知られている。より高いプリントヘッド電圧を印加すると、サーマルプリントヘ
ッドの寿命を短くすることがあり、より高い電力を必要とするので、そのどちらもコスト
を上昇させる。色素供与体層の色素密度を増加させるとコストを上昇させると同時に、色
素供与体要素の貯蔵中など望まれない色素の移動の可能性を高める。
【０００５】
　色素熱転写システムに使用される色素供与体要素および受理体要素の多くに他の問題が
存在する。色素熱転写に利用される高温では、これらの要素に使用される多くのポリマー
が軟化し互いに付着して、印刷後に互いに分離する際供与体と受理体要素の粘着および裂
けが生じる。転写した色素を除く色素供与体層の領域は色素画像受理層に付着し、微細な
スポットから受理体上の色素供与体層全体の付着にわたる印刷欠陥を引き起こす。高温を
生じる高印刷電圧が高速印刷に利用される場合にこれは一層ひどくなる。高速印刷に付随
する他の問題は、供与体／受理体アセンブリー（ｄｏｎｏｒ／ｒｅｃｅｉｖｅｒ　ａｓｓ
ｅｍｂｌｙ）のより速い物理的運動が、印刷後に供与体要素と受理体要素が分離する際に
それらの間の剥離速度を高くし、供与体と受理体の粘着を一層ひどくする。
【０００６】
　米国特許第５，２５６，６２２号は、色素供与体層中のバインダーとして数種の高粘度
ポリマーの使用を記載している。米国特許第５，２５６，６２２号は、エチルセルロース
エーテルと酢酪酸セルロース（ＣＡＰ）の両方が、固有粘度（ｉｎｔｒｉｎｓｉｃ　ｖｉ
ｓｃｏｓｉｔｙ）が少なくとも１．６である限り、色素供与体層バインダーとして同程度
に適当であると教示している。例示されている印刷速度は、２ミリ秒／ライン以下である
現在望まれている印刷速度よりもはるかに遅い。より遅い印刷速度（典型的には、４ミリ
秒／ライン以上）では、エチルセルロースエーテルとＣＡＰの両方が色素供与体層バイン
ダーとして良好に機能する。
【０００７】
　印刷エネルギーの関数として受理体上に形成される画像の濃度に影響する、画像の特性
曲線の形状を制御する必要が当分野にある。これは、受理体組成物の変更または供与体に
使用される化学成分の陳腐化により現存の供与体の処方を変える必要がある場合に重要で
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あり、現存数の設置済みプリンタのために製造される現存の供与体の処方を変えざるを得
なくする。業界内のサーマルプリンタの現存する設置済みベース（ｂａｓｅ）を較正する
方法が常にあるわけではなく、供与体または受理体の組成の変化は、プリントの色または
密度に許容できないほどのシフトを生じることがある。これらの曲線形状のシフトは、淡
色領域で色のシフトが起こるとき最も顕著である。曲線の最も敏感な部分は、０．１５か
ら０．５０ステータス付近の低スケールの濃度であり、足部領域（ｔｏｅ－ｒｅｇｉｏｎ
）と呼ばれる反射濃度である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　当分野では、印刷速度を高めるとともに、１）色素転写効率の向上などにより、印刷濃
度を維持または増加させ、２）プリントヘッドに供給する電力（ｐｏｗｅｒ）を維持また
は減少させ、３）供与体受理体の粘着を低減またはなくし、４）特性曲線形状を制御する
ことが必要とされている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　支持体および色素層を含んでなる供与体を得る工程であって、前記色素層がバインダー
および色素パッチを含んでなり、前記バインダーがエチルセルロースを含んでなる工程；
支持体および当該支持体上に色素受理層を有する受理体を得る工程；供与体の色素層を受
理体の色素受理層に隣接して設置する工程；および供与体に像様に熱を印加して受理体に
色素画像を形成する工程を含み、前記画像が２ミリ秒以下のライン速度で形成される印刷
方法が開示される。
【発明の効果】
【００１０】
　色素供与体要素およびそれを使用する印刷方法が提供され、この印刷方法では、前記色
素供与体要素が、印刷濃度を維持または増加させ、プリントヘッドへの電力を維持または
低下させ、供与体受理体の粘着を低減またはなくし、特性曲線形状を制御しながら、高速
印刷を可能にする。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　エチルセルロースを含むバインダーを有する色素供与体要素、色素供与体要素および受
理体要素を含む印刷アセンブリーおよび前記色素供与体要素を利用する印刷方法が提示さ
れる。
【００１２】
　本願で使用する場合に、「粘着」とは、色素供与体要素の受理体要素への付着を意味す
る。粘着は、色素供与体要素または受理体要素中の欠陥により検出可能である。例えば、
粘着は色素供与体要素からの色素の除去を起こすことがあり、色素供与体要素上の透明な
スポットとして表れ、受理体要素上の色素の過多として表れる。粘着は、色素供与体要素
上の不均一または斑な外観を起こすこともある。「グロス粘着（ｇｒｏｓｓ　ｓｔｉｃｋ
ｉｎｇ）」とは、色素供与体要素の色素供与体層が支持体層から剥がされ、受理体要素に
粘着する場合である。これは、色素供与体要素および受理体要素の全域において不均一で
ランダムなスポットとして表れることがある。「ミクロ粘着（ｍｉｃｒｏｓｔｉｃｋｉｎ
ｇ）」は、色素供与体要素と受理体要素の小さい面積が互いに粘着する場合に望ましくな
い画像を生み出す。ミクロ粘着は、拡大鏡または顕微鏡により観察できる。
【００１３】
　本願で使用する場合に、「欠陥のない（ｄｅｆｅｃｔ－ｆｒｅｅ）」または「欠陥のな
い画像」とは、本願で定義する供与体受理体の粘着のしるしが全くなく、画像中に色素脱
落の領域が全くない印刷画像を意味する。前記色素脱落は、ピクセルバイピクセルで、受
理体要素への色素の移動の欠如または受理体要素への色素の不十分な移動として定義され
る。
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【００１４】
　本願で使用する場合に、「粘着を有するステップ数」とは、供与体受理体粘着により上
記で定義の欠陥を有する濃度ステップタブレットの印刷画像中のマスの数を意味する。Ｄ

maxからＤminへ画像濃度が減少する長方形の画像領域を有する濃度ステップタブレット画
像は、本願に記載の印刷アセンブリーで印刷できる。本願で使用する場合に、「プリント
」とは、色素供与体要素上の少なくとも１つの色素パッチを使用する受理体要素上への画
像の形成を意味する。本願で使用する場合に、Ｄmaxは、指定された印刷条件下で印刷ア
センブリーを使用して得られる最高のステータスＡ反射濃度を意味し、Ｄminは、色素が
受理体に全く移動しない場合に得られる濃度を意味する。
【００１５】
　色素供与体要素は、色素供与体層を含んでよい。色素供与体層は、感熱印刷に好適な色
素を含む、１または２以上の着色領域（パッチ）を含んでよい。本願で使用する場合に、
「色素」は、１種または２種以上の染料、顔料、着色剤またはそれらの組み合わせでよく
、任意に、当業者に公知のバインダーまたはキャリア中にあってもよい。感熱印刷の間、
１または２以上の着色領域の少なくとも一部分は像様または受理体要素に転写したパッチ
でよく、受理体要素に着色画像を形成する。色素供与体層は、色素の全くないラミネート
領域（パッチ）を含んでよい。ラミネート領域は、１または２以上の着色領域の次に来て
よい。感熱印刷の間、ラミネート領域全体を受理体要素に転写してよい。色素供与体層は
、１または２以上の着色領域および１または２以上複数のラミネート領域を含んでよい。
例えば、色素供与体層は、受理体要素上に保護ラミネート層を持つフルカラー画像を形成
するために、例えば、イエロー、マゼンタおよびシアンの３つのカラーパッチおよび透明
なラミネートパッチを含んでよい。
【００１６】
　熱により転写可能などのような色素も色素供与体要素の色素供与体層に使用できる。色
素は、色相、耐光性および色素供与体層バインダーおよび色素画像受理層バインダーに対
する色素の溶解度を考慮に入れて選択できる。好適な色素の例としては、ジアリールメタ
ン色素；トリアリールメタン色素；チアゾール色素、例えば、５－アリールイソチアゾー
ルアゾ色素；メロシアニン色素などのメチン色素、例えば、アミノピラゾロンメロシアニ
ン色素；インドアニリン色素、アセトフェノンアゾメチン色素、ピラゾロアゾメチン色素
、イミダゾールアゾメチン色素、イミダゾアゾメチン色素、ピリドンアゾメチン色素およ
びトリシアノプロペンアゾメチン色素などのアゾメチン色素；キサンテン色素；オキサジ
ン色素；ジシアノスチレン色素およびトリシアノスチレン色素などのシアノメチレン色素
；チアジン色素；アジン色素；アクリジン色素；ベンゼンアゾ色素、ピリドンアゾ色素、
チオフェンアゾ色素、イソチアゾールアゾ色素、ピロールアゾ色素、ピラールアゾ色素、
イミダゾールアゾ色素、チアジアゾールアゾ色素、トリアゾールアゾ色素およびジスアゾ
色素などのアゾ色素；α－シアノアリーリデンピラゾロン色素およびアミノピラゾロンア
リーリデン色素などのアリーリデン色素；スピロピラン色素；インドリノスピロピラン色
素；フルオラン色素；ローダミンラクタム色素；２－カルバモイル－４－［Ｎ－（ｐ－置
換アミノアリール）イミノ］－１，４－ナフタキノンなどのナフトキノン色素；アントラ
キノン色素；およびキノフタロン色素が挙げられるが、これらに限定されない。本発明に
使用できる色素の具体例には、以下のものがある：
Ｃ．Ｉ．（カラーインデックス）Ｄｉｓｐｅｒｓｅ　Ｙｅｌｌｏｗ　５１、３、５４、７
９、６０、２３、７および１４１；
Ｃ．Ｉ．Ｄｉｓｐｅｒｓｅ　Ｂｌｕｅ　２４、５６、１４、３０１、３３４、１６５、１
９、７２、８７、２８７、１５４、２６および３５４；
Ｃ．Ｉ．Ｄｉｓｐｅｒｓｅ　Ｒｅｄ　１３５、１４６、５９、１、７３、６０および１６
７；
Ｃ．Ｉ．Ｄｉｓｐｅｒｓｅ　Ｏｒａｎｇｅ　１４９；
Ｃ．Ｉ．Ｄｉｓｐｅｒｓｅ　Ｖｉｏｌｅｔ　４、１３、２６、３６、５６および３１；
Ｃ．Ｉ．Ｄｉｓｐｅｒｓｅ　Ｙｅｌｌｏｗ　５６、１４、１６、２９、２０１および２３
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１；
Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　７０、３５、６３、３６、５０、４９、１１１、１
０５、９７および１１；
Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｒｅｄ　１３５、８１、１８、２５、１９、２３、２４、１４
３、１４６および１８２；
Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　１３；
Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｂｌａｃｋ　３；
Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　　Ｙｅｌｌｏｗ　９３；および
Ｃ．Ｉ．Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｇｒｅｅｎ　３。
【００１７】
　使用可能な昇華性または拡散性色素のさらなる例には、アントラキノン染料、例えば、
Ｓｕｍｉｋａｌｏｎ　Ｖｉｏｌｅｔ　ＲＳ（登録商標）（住友化学（株）製）、Ｄｉａｎ
ｉｘ　Ｆａｓｔ　Ｖｉｏｌｅｔ　３Ｒ－ＦＳ（登録商標）（三菱化学（株）製）およびＫ
ａｙａｌｏｎ　Ｐｏｌｙｏｌ　Ｂｒｉｌｌｉａｎｔ　Ｂｌｕｅ　Ｎ－ＢＧＭ（登録商標）
およびＫＳＴ　Ｂｌａｃｋ　１４６（登録商標）（日本化薬（株）製）；アゾ染料、例え
ば、Ｋａｙａｌｏｎ　Ｐｏｌｙｏｌ　Ｂｒｉｌｌｉａｎｔ　Ｂｌｕｅ　ＢＭ（登録商標）
、Ｋａｙａｌｏｎ　Ｐｏｌｙｏｌ　Ｄａｒｋ　Ｂｌｕｅ　２ＢＭ（登録商標）およびＫＳ
Ｔ　Ｂｌａｃｋ　ＫＲ（登録商標）（日本化薬（株）製）、Ｓｕｍｉｃｋａｒｏｎ　Ｄｉ
ａｚｏ　Ｂｌａｃｋ　５Ｇ（登録商標）（住友化学（株）製）およびＭｉｋｔａｚｏｌ　
Ｂｌａｃｋ　５ＧＨ（登録商標）（三井東圧化学（株）製）；直接染料、例えば、Ｄｉｒ
ｅｃｔ　Ｄａｒｋ　Ｇｒｅｅｎ　Ｂ（登録商標）（三菱化学（株）製）およびＤｉｒｅｃ
ｔ　Ｂｒｏｗｎ　Ｍ（登録商標）およびＤｉｒｅｃｔ　Ｆａｓｔ　Ｂｌａｃｋ　Ｄ（登録
商標）（日本化薬（株）製）；酸性染料、例えば、Ｋａｙａｎｏｌ　Ｍｉｌｌｉｎｇ　Ｃ
ｙａｎｉｎｅ　５Ｒ（登録商標）（日本化薬（株）製）ならびに；塩基性染料、例えば、
Ｓｕｍｉｃａｃｒｙｌ　Ｂｌｕｅ　６Ｇ（登録商標）（住友化学（株）製）およびＡｉｚ
ｅｎ　Ｍａｌａｃｈｉｔｅ　Ｇｒｅｅｎ（登録商標）（保土谷化学（株）製）；以下の構
造のマゼンタ染料
【００１８】

【化１】

【００１９】
および以下の構造のシアン染料
【００２０】
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【００２１】
　（上式において、Ｒ１およびＲ２は、それぞれ独立に、アルキル基、シクロアルキル基
、アリール基、複素環基を表し、あるいはＲ１とＲ２は、複素環基を閉じるに必要な原子
を共に表し、あるいはＲ１および／またはＲ２はＲ６および／またはＲ７と共に、ベンゼ
ン環に縮合した複素環基を閉じるに必要な原子を表し；Ｒ３およびＲ４は、それぞれ独立
に、アルキル基またはアルコキシ基を表し；Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７およびＲ８は、それぞれ独
立に、水素、アルキル基、シクロアルキル基、アリール基、アルコキシ基、アリールオキ
シ基、カルボンアミド基、スルファミド基、ヒドロキシ、ハロゲン、ＮＨＳＯ2Ｒ9、ＮＨ
ＣＯＲ9、ＯＳＯ2Ｒ9またはＯＣＯＲ9を表し、あるいは、Ｒ５およびＲ６および／または
Ｒ７およびＲ８と共に、ベンゼン環に縮合している１つまたは複数の複素環基を閉じるに
必要な原子を表し、あるいは、Ｒ６および／またはＲ７がＲ１および／またはＲ２ととも
に、ベンゼン環に縮合している複素環を閉じるに必要な原子を表し；Ｒ９は、アルキル基
、シクロアルキル基、アリール基および複素環基を表す）；および以下の構造のイエロー
染料がある。
【００２２】
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【化３】

【００２３】
　有用な色素のさらなる例は、米国特許第４，５４１，８３０号；同第５，０２６，６７
７号；同第５，１０１，０３５号；同第５，１４２，０８９号；同第５，８０４，５３１
号；および同第６，２６５，３４５号および米国特許出願公開番号ＵＳ２００３０１８１
３３１に見いだすことができる。好適なシアン染料には、Ｋａｙａｓｅｔ　Ｂｌｕｅ　７
１４（Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　６３、日本化薬（株）製）、Ｐｈｏｒｏｎｅ　Ｂｒｉ
ｌｌｉａｎｔ　Ｂｌｕｅ　Ｓ－Ｒ（Ｄｉｓｐｅｒｓｅ　Ｂｌｕｅ　３５４、Ｓａｎｄｏｚ
　Ｋ．Ｋ．製）およびＷａｘｏｌｉｎｅ　ＡＰ－ＦＷ（Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｂｌｕｅ　３６
、ＩＣＩ製）がある。好適なマゼンタ染料には、ＭＳ　Ｒｅｄ　Ｇ（Ｄｉｓｐｅｒｓｅ　
Ｒｅｄ　６０、三井東圧化学（株）製）およびＭａｃｒｏｌｅｘ　Ｖｉｏｌｅｔ　Ｒ（Ｄ
ｉｓｐｅｒｓｅ　Ｖｉｏｌｅｔ　２６、Ｂａｙｅｒ製）がある。好適なイエロー染料には
、Ｐｈｏｒｏｎｅ　Ｂｒｉｌｌｉａｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　Ｓ－６　ＧＬ（Ｄｉｓｐｅｒｓ
ｅ　Ｙｅｌｌｏｗ　２３１、Ｓａｎｄｏｚ　Ｋ．Ｋ．製）およびＭａｃｒｏｌｅｘ　Ｙｅ
ｌｌｏｗ　６Ｇ（Ｄｉｓｐｅｒｓｅ　Ｙｅｌｌｏｗ　２０１、Ｂａｙｅｒ製）がある。色
素を、単独または組み合わせて使用し、単色色素供与体層または黒色色素供与体層を得る
ことができる。色素を、０．０５ｇ／ｍ2～１ｇ／ｍ2の被覆量で使用できる。種々の実施
形態によれば、色素は疎水性でよい。
【００２４】
　各色素供与体層パッチでは、層中の全成分の総乾燥質量に対して、色素が２０質量％～
９０質量％の量で存在し得る。効率向上のために多量の色素が望ましいが、色素が多量に
なると供与体／受理体粘着の発生が多くなることがある。色素供与体層の効率によっては
、少量の色素を利用して、異なる色素供与体層と同じ効率を達成することができる。色素
の百分率は、特定の供与体と受理体の組み合わせを考慮して選択するのが理想的である。
供与体中の色素の量を変えると、例えば、シアン、マゼンタおよびイエローパッチなどの
異なる色素パッチの間の効率を合わせる手助けになる。例えば、イエローおよび／または
マゼンタパッチ色素の量は、層中の全成分の総乾燥質量に対して、２０質量％～７５質量
％、例えば３０質量％～５０質量％であることができる。シアンパッチ色素の量は、層中
の全成分の総乾燥質量に対して、４０質量％～９０質量％、例えば５５質量％～７５質量
％であることができる。
【００２５】
　色素供与体層を形成するため、１種または２種以上の色素を、エチルセルロースを含む
ポリマーバインダー中に分散させることができる。エチルセルロースは様々な商品名で販
売されており、例えばＥｔｈｏｃｅｌ（商標）（ミシガン州、ミッドランド、Ｄｏｗ　Ｃ
ｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ）およびＡｑｕａｌｏｎ（商標）（デラウェア州、ウィ
ルミントン、Ｈｅｒｃｕｌｅｓ　Ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｅｄ）があるが、これらに限定さ
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れない。エチルセルロースポリマーは、エトキシル含量および溶液粘度に応じて、製造者
により分けられている様々なグレードで市販されている。高速印刷に有用なエチルセルロ
ースポリマーは、４５～５３％の、好ましくは４８～５２％のエトキシ含量を有し、２５
℃でトルエンとエタノールの８０／２０質量％の混合物中の５質量％溶液により測定した
場合に、２～２００センチポアズ、例えば１０～１５０センチポアズの溶液粘度を有する
。
【００２６】
　種々のエチルセルロースグレードの混合物を使用することができる。例えば、混合物は
、高エトキシル含量（５０．５％エトキシル含量以上）のエチルセルロースと、低エトキ
シル含量（５０．５％エトキシル含量未満）のエチルセルロースを含んでよい。異なるエ
トキシル含量のエチルセルロースの混合物を調整することにより、特性曲線の形状が調整
できる。２種以上のエチルセルロースを混合してよい。バインダーの総量は、０．０５ｇ
／ｍ2～５ｇ／ｍ2の量でよい。高エトキシル含量エチルセルロース対低エトキシル含量エ
チルセルロースの比は、２：９８～９８：２でよく、例えば、５：９５～９５：５、１５
：８５～８５：１５、２５：７５～７５：２５である。
【００２７】
　バインダー中のエチルセルロースの総量は、４０質量％を超えてよく、例えば、５０％
を超え、６０％を超え、７０％を超え、８０％を超え、９０％を超え、または９５質量％
を超える。例えば、エチルセルロースの総量が少なくとも８５質量％であるように、例え
ば、９０％、９５％または９８質量％を超えるように、バインダーが主にエチルセルロー
スを含んでよい。
【００２８】
　色素供与体要素の色素供与体層は、支持体上に形成またはコーティングされていてよい
。色素供与体層組成物は、塗布目的で溶媒に溶解することができる。色素供与体層は、限
定はされないが、グラビアプロセス、スピンコーティング、溶媒コーティング、押出コー
ティングまたは当業者に公知の他の方法などの技術により支持体上に形成またはコーティ
ングしてよい。
【００２９】
　支持体は、感熱印刷の熱に耐えられるどのような材料で形成されていてもよい。種々の
実施形態によると、支持体は印刷中に寸法安定性がある。好適な材料には、ポリエステル
、例えば、ポリ（エチレンテレフタレート）およびポリ（エチレンナフタレート）；ポリ
アミド；ポリカーボネート；グラシンペーパー；コンデンサー紙；セルロースエステル、
例えば、セルロールアセテート；フッ素ポリマー、例えば、ポリ（ビニリデンフルオライ
ド）およびポリ（テトラフルオロエチレン－ｃｏ－ヘキサフルオロプロピレン）；ポリエ
ーテル、例えば、ポリオキシメチレン；ポリアセタール；ポリスチレン；ポリオレフィン
、例えば、ポリエチレン、ポリプロピレンおよびメチルペンタンポリマー；ポリイミド、
例えば、ポリイミド－アミドおよびポリエーテル－イミドおよびこれらの組み合わせがあ
る。支持体の厚さは、１μｍ～３０μｍ、例えば、３μｍ～７μｍでよい。
【００３０】
　種々の実施形態によると、下塗り層（ｓｕｂｂｉｎｇ　ｌａｙｅｒ）、例えば、接着ま
たは結合層、色素バリア層またはこれらの組み合わせを、支持体と色素供与体層の間にコ
ーティングしてもよい。下塗り層は、１層でも、２層以上でもよい。接着または結合層は
、色素供与体層を支持体に接着させる。好適な接着剤は当業者に公知であり、例えば、Ｅ
．Ｉ．ＤｕＰｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｍｐａｎｙから市販のＴｙｚ
ｏｒ　ＴＢＴ（登録商標）がある。色素バリア層は親水性ポリマーを含んでよい。色素バ
リア層は、染料転写密度の向上をもたらす。
【００３１】
　プリントヘッドの色素供与体要素への粘着を低減または防止するために、色素供与体層
はスリップ層（ｓｌｉｐ　ｌａｙｅｒ）を含むことができる。スリップ層は、色素供与体
層とは反対の支持体の面にコーティングしてよい。スリップ層は、潤滑性物質、例えば、



(11) JP 2008-524027 A 2008.7.10

10

20

30

40

50

界面活性剤、液体潤滑剤、固体潤滑剤またはこれらの混合物を、ポリマーバインダーと一
緒でも、ポリマーバインダーなしでも含んでよい。好適な潤滑性物質には、１００℃未満
で融解する油または半結晶性有機固体、例えば、ポリ（ビニルステアレート）、蜜蝋、過
フッ化アルキルエステルポリエーテル、ポリ（カプロラクトン）、カーボワックス、ポリ
エチレンホモポリマーまたはポリ（エチレングリコール）がある。潤滑性物質は、シリコ
ーンまたはシロキサン含有ポリマーでもよい。好適なポリマーには、グラフトコポリマー
、ブロックポリマー、コポリマーおよびポリマーブレンドまたは混合物がある。スリップ
層に好適なポリマーバインダーには、ポリ（ビニルアルコール－コ－ビニルブチラール）
、ポリ（ビニルアルコール－コ－ビニルアセタール）、ポリ（スチレン）、ポリ（ビニル
アセテート）、セルロースアセテートブチラート、セルロースアセテート、エチルセルロ
ースおよび当業者に公知の他のバインダーがある。スリップ層に使用される潤滑性物質の
量は、少なくとも部分的に潤滑性物質の種類に依存するが、０．００１～２ｇ／ｍ2の範
囲でよいものの、より少量または多量の潤滑性物質を必要に応じて使用できる。ポリマー
バインダーが使用される場合、潤滑性物質は、ポリマーバインダーの０．１～５０質量％
の範囲で、好ましくは０．５～４０質量％の範囲で存在できる。
【００３２】
　色素供与体要素は、印刷の間の色素供与体要素と受理体要素の間の粘着を低減または除
去する粘着防止剤（ｓｔｉｃｋ　ｐｒｅｖｅｎｔａｔｉｖｅ　ａｇｅｎｔ）を含んでよい
。粘着防止剤は、色素供与体要素の層を通って色素供与体層へ拡散できるか、スリップ層
から色素供与体層へ移動できる限り、色素供与体要素のどの層に存在してもよい。例えば
、粘着防止剤は、色素供与体層の１または２以上のパッチ中でも、支持体中でも、接着層
中でも、色素バリア層中でも、スリップ層中でも、これらの組み合わせの中でも存在でき
る。種々の実施形態によると、粘着防止剤は、スリップ層にでも、色素供与体層にでも、
その両方にあってもよい。種々の実施形態によると、粘着防止剤は色素供与体層にあって
よい。粘着防止剤は、色素供与体層の１または２以上の着色パッチまたはその組み合わせ
にあってもよい。２つ以上の色素パッチが色素供与体層に存在する場合、粘着防止剤は、
印刷すべき色素供与体層の最後のパッチ、典型的にはシアン層に存在してよい。しかし、
色素パッチはどのような順序でもよい。例えば、シアン、マゼンタおよびイエローの繰り
返しパッチが、そのそれぞれの順序で色素供与体要素に使用される場合、それぞれのシリ
ーズ中で最後に印刷されるパッチとしてのイエローパッチが粘着防止剤を含んでよい。粘
着防止剤はシリコーンまたはシロキサン含有ポリマーでもよい。好適なポリマーには、グ
ラフトコポリマー、ブロックポリマー、コポリマーおよびポリマーブレンドまたは混合物
がある。好適な粘着防止剤は、例えば、本発明の譲受人に譲渡されたＤａｖｉｄ　Ｇ．Ｆ
ｏｓｔｅｒらの米国特許出願番号１０／６６７，０６５およびＴｅｈ－Ｍｉｎｇ　Ｋｕｎ
ｇらの１０／７２９，５６７に記載されている。
【００３３】
　任意に、当業者に公知の剥離剤を、色素供与体要素、例えば、色素供与体層、スリップ
層またはその両方に加えてよい。好適な剥離剤には、例えば、米国特許第４，７４０，４
９６号および同第５，７６３，３５８号に記載のものがある。
【００３４】
　種々の実施形態によると、色素供与体層は可塑剤を含まないことが可能である。色素供
与体層に可塑剤を含むと、色素供与体効率を高めることができる。色素供与体層は、米国
特許第５，８３０，８２４号および同第５，７５０，４６５号ならびに前記特許に開示さ
れている参考文献に記載のものなど、当分野に公知の可塑剤を含んでよい。好適な可塑剤
は、２５℃未満のガラス転移温度（Ｔg）、２５℃未満の融点（Ｔm）またはその両方を有
する化合物として定義できる。本発明に有用な可塑剤には、低分子量可塑剤およびオリゴ
マー可塑剤またはポリマー可塑剤などの高分子量可塑剤がある。好適な可塑剤の例には、
脂肪族ポリエステル、エポキシ化油、塩素化炭化水素、ポリ（エチレングリコール）、ポ
リ（プロピレングリコール）およびポリ（ビニルエチルエーテル）（ＰＶＥＥ）がある。
可塑剤の分子量は、印刷の間の色素受理層への可塑剤の移動を最小限にするため４５０以
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上でよい。色素受理層へ可塑剤が移動すると、画像維持および安定性の問題を起こすこと
がある。可塑剤は、バインダーの質量の１～５０％、例えば５％～３５％の量で存在して
よい。
【００３５】
　可塑剤として好適な脂肪族ポリエステルは、コハク酸、グルタル酸、アジピン酸、ピメ
リン酸、スベリン酸、アゼライン酸およびセバシン酸から誘導できる。好適な脂肪族ポリ
エステルは、１つまたは２つ以上の官能性末端基、例えば、カルボキシル、ヒドロキシル
またはアルコキシル基を有することができ、各アルコキシル基の炭素原子数は１～１８で
あることができる。好適な脂肪族ポリエステルの例としては、Ｄｒａｐｅｘ　４２９など
のＤｒａｐｅｘ可塑剤（アメリカ合衆国、コネチカット州、ミドルベリー、Ｃｒｏｍｐｔ
ｏｎ／Ｗｉｔｃｏ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）、Ａｄｍｅｘ　４２９などのＡｄｍｅｘ可
塑剤（アメリカ合衆国、イリノイ州、ローズモント、Ｖｅｌｓｉｃｏｌ　Ｃｈｅｍｉｃａ
ｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）ならびに全てアメリカ合衆国、イリノイ州、シカゴのＣＰ
　Ｈａｌｌ　ＣｏｍｐａｎｙのＰａｒａｐｌｅｘ　Ｇ２５、Ｐｌａｓｔｈａｌｌ　ＨＡ７
Ａ、Ｐｌａｓｔｈａｌｌ　Ｐ６５０、Ｐｌａｓｔｈａｌｌ　Ｐ－７０９２が挙げられる。
【００３６】
　可塑剤として好適なエポキシ化油としては、部分的または完全にエポキシ化された天然
油または部分的または完全にエポキシ化された天然誘導体、例えばＰａｒａｐｌｅｘ　Ｇ
－６０、Ｐａｒａｐｌｅｘ　Ｇ－６２およびＰｌａｓｔｈａｌｌ　ＥＳＯとして販売され
ているエポキシ化大豆油；Ｐｌａｓｔｈａｌｌ　ＥＬＯとして販売されているエポキシ化
亜麻仁油；またはＰｌａｓｔｈａｌｌ　Ｓ－７３として販売されているエポキシ化オクチ
ルタレートが挙げられる。これらは全てＣ．Ｐ．Ｈａｌｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから市販され
ている。
【００３７】
　可塑剤としての使用に好適な塩素化炭化水素としては、メチレン、メチル、メタンまた
はアルケン基からなる長鎖炭化水素またはパラフィンが挙げられ、これらのどれも塩素置
換基を有してよい。長鎖炭化水素の長さは、炭素原子数８～３０、例えば炭素原子数１２
～２４でよい。鎖は分岐していてもよい。パラフィン中の塩素の量は、２５～７５質量％
、例えば４０～７０質量％であることができる。塩素化パラフィンの混合物を利用しても
よい。ある実施形態によると、塩素化パラフィンは式ＣxＨyＣｌz（式中、ｘは１１～２
４、ｙは１４～４３、ｚは３～１０である）で表される。好適な塩素化炭化水素の例とし
ては、アメリカ合衆国、テキサス州、ダラスのＯｃｃｉｄｅｎｔａｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ
　Ｃｏｒｐ．により販売されているＣｈｌｏｒｏｗａｘリキッドならびにＣｈｌｏｒｏｗ
ａｘ　４０およびＰａｒｏｉｌ　１７０ＨＶなどのアメリカ合衆国、オハイオ州、ドーバ
ー、Ｄｏｖｅｒ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐ．から販売されているＰａｒｏｉｌパラフ
ィンが挙げられる。
【００３８】
　可塑剤としての使用に好適なポリ（エチレングリコール）およびポリ（プロピレングリ
コール）は非置換末端基（ＯＨ）を有してもよいが、アルコキシル基または脂肪酸などの
１つまたは複数の置換基により置換されていてもよく、各アルコキシル基または脂肪酸の
炭素原子数は１～１８である。好適なポリ（エチレングリコール）およびポリ（プロピレ
ングリコール）の例としては、Ｃ．Ｐ．Ｈａｌｌ　Ｃｏ．から市販のＴｅｇＭｅｒ　８０
９ポリ（エチレングリコール）およびアメリカ合衆国、ニューヨーク州、オンタリオのＳ
ｃｉｅｎｔｉｆｉｃ　Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓから市販のＰＰＧ＃４８３ポリ
（プロピレングリコール）がある。
【００３９】
　色素供与体層はビーズを含んでもよい。ビーズの粒径は、０．５～２０ミクロン、好ま
しくは２．０～１５ミクロンであることができる。ビーズは、巻かれた色素供与体ロール
の圧縮力下でスペーサービーズとして作用し、色素供与体ロールの原料保管（ｒａｗ　ｓ
ｔｏｃｋ　ｋｅｅｐｉｎｇ）を向上させるが、これは、促進老化条件下でのセンシトメト
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リーの変化により測定されるとおり色素供与体層からスリッピング層へ移動する物質の低
減あるいはラミネート層中または色素供与体要素の裏面、例えばスリッピング層から色素
供与体層への望まれない色素の出現の低減による。ビーズを使用すると、斑の低減および
画像品質の向上につながる。ビーズは、意図する目的に有効などのような量でも使用でき
る。一般的に、０．００３～０．２０ｇ／ｍ2の被覆量で良好な結果が得られた。色素供
与体層に好適なビーズはスリップ層にも使用できる。
【００４０】
　色素供与体層中のビーズは架橋したエラストマービーズでよい。ビーズのガラス転移点
（Ｔｇ）は、４５℃未満、例えば１０℃未満であることができる。エラストマービーズは
、アクリルポリマーまたはコポリマー、例えば、ブチル－、エチル－、プロピル－、ヘキ
シル－、２－エチルヘキシル－、２－クロロエチル－、４－クロロブチル－、２－エトキ
シエチル－アクリレートまたはメタクリレート；アクリル酸；メタクリル酸；ヒドロキシ
エチルアクリレート；スチレンコポリマー、例えば、スチレン－ブタジエン、スチレン－
アクリロニトリル－ブタジエン、スチレン－イソプレンまたは水素化スチレン－ブタジエ
ン；またはこれらの混合物から調製することができる。エラストマービーズは、エラスト
マーコポリマーの一部でもよい種々の架橋剤により架橋でき、ジビニルベンゼン；エチレ
ングリコールジアクリレート；１，４－シクロへキシレン－ビス（オキシエチル）ジメタ
クリレート；１，４－シクロへキシレン－ビス（オキシプロピル）ジアクリレート；１，
４－シクロへキシレン－ビス（オキシプロピル）ジメタクリレート；およびエチレングリ
コールジメタクリレートがあるが、これらに限定されない。エラストマービーズは、１～
４０質量％の、例えば、５～４０質量％の架橋剤を有することができる。
【００４１】
　色素供与体層中のビーズは硬質ポリマービーズであることができる。好適なビーズとし
ては、ジビニルベンゼンビーズ、少なくとも２０質量％のジビニルベンゼンで架橋したポ
リスチレンのビーズおよび少なくとも２０質量％のジビニルベンゼン、エチレングリコー
ルジメタクリレート、１，４－シクロへキシレン－ビス（オキシエチル）ジメタクリレー
ト、１，４－シクロへキシレン－ビス（オキシプロピル）ジメタクリレートまたは当業者
に公知の他の架橋モノマーで架橋したポリ（メチルメタクリレート）のビーズが挙げられ
る。
【００４２】
　色素供与体要素は、１または２以上のパッチまたはラミネートのシートでも、連続ロー
ルまたはリボンでもよい。連続ロールまたはリボンは、単色の１パッチまたはラミネート
を含んでもよいが、異なるパッチ、例えば、シアン、マゼンタ、イエローまたはブラック
の１または２以上の色素パッチ、１または２以上のラミネートパッチまたはこれらの組み
合わせなどの交互の領域を有してもよい。
【００４３】
　本明細書に記載の色素供与体要素とともに使用するのに好適な受理体要素は、当業者に
公知のどのような受理体要素でもよい。例えば、受理体要素は、その上に色素画像受理層
を有する支持体を含んでよい。支持体は透明なフィルムでよい。透明な支持体としては、
セルロース誘導体、例えば、セルロースエステル、三酢酸セルロース、二酢酸セルロース
、酢酸プロピオン酸セルロース、酢酪酸セルロース；ポリエステル、例えば、ポリ（エチ
レンテレフタレート）、ポリ（エチレンナフタレート）、ポリ（１，４－シクロヘキサン
ジメチレンテレフタレート）、ポリ（ブチレンテレフタレート）およびこれらのコポリマ
ー；ポリイミド；ポリアミド；ポリカーボネート；ポリスチレン；ポリ（ビニルアルコー
ル－ｃｏ－ビニルアセタール）；ポリオレフィン、例えば、ポリエチレンまたはポリプロ
ピレン；ポリスルホン；ポリアクリレート；ポリエーテルイミド；およびこれらの混合物
が挙げられる。不透明な支持体としては、普通紙、コート紙、合成紙、写真紙支持体、溶
融押出コート紙、ラミネート紙、例えば二軸延伸支持体ラミネートなどが挙げられる。受
理体としての使用に好適な二軸延伸支持体ラミネートとしては、米国特許第５，８５３，
９６５号；同第５，８６６，２８２号；同第５，８７４，２０５号；同第５，８８８，６



(14) JP 2008-524027 A 2008.7.10

10

20

30

40

50

４３号；同第５，８８８，６８１号；同第５，８８８，６８３号および同第５，８８８，
７１４号に記載のものが挙げられる。二軸延伸支持体は、紙の基材および紙の基材の片面
または両面に積層された二軸延伸ポリオレフィンシート、例えばポリプロピレンを含んで
よい。支持体は、反射紙、例えば、バリタコート紙、白色ポリエステル（白色顔料が混合
してあるポリエステル）、アイボリーペーパー、コンデンサーペーパーまたは合成紙、例
えば、デラウェア州、ウィルミントン、Ｅ．Ｉ．ＤｕＰｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ　
ａｎｄ　ＣｏｍｐａｎｙのＤｕＰｏｎｔ　Ｔｙｖｅｋ（登録商標）でよい。支持体はどの
ような所望の厚さでも使用でき、例えば、１０μｍ～１０００μｍである。色素画像受理
層用の代表的な支持体は、本発明の譲受人に譲渡された米国特許第５，２４４，８６１号
および同第５，９２８，９９０号ならびに欧州特許ＥＰ－Ａ－０６７１２８１に開示され
ている。当業者に公知の他の好適な支持体も使用できる。種々の実施形態によると、支持
体は、基材層および１または２以上の追加層を含んでなる複合体またはラミネート構造で
もよい。基材層は、２種以上の材料、例えば、ミクロボイド層、非ボイド層、合成紙、天
然紙およびポリマーのうちの１または２つ以上の組み合わせを含んでよい。
【００４４】
　受理体要素の色素画像受理層は、例えば、ポリカーボネート、ポリウレタン、ポリエス
テル、ポリビニルクロライド、ポリ（スチレン－ｃｏ－アクリロニトリル）、ポリ（カプ
ロラクトン）、ポリビニルアセタール、例えば、ポリ（ビニルブチラール）およびポリビ
ニルへプタール、ポリ（ビニルクロライド－コ－ビニルアセテート）、ポリ（エチレン－
ｃｏ－ビニルアセテート）、米国特許第６，３６２，１３１号に記載のものを含むメタク
リレートまたはこれらの組み合わせでよい。色素画像受理層は、色素供与体要素の色素供
与体層から色素を受理する目的に有効などのような量で、受理体要素支持体にコーティン
グしてもよい。例えば、色素画像受理層は、１ｇ／ｍ2～５ｇ／ｍ2の量でコーティングし
てよい。
【００４５】
　追加ポリマー層は、支持体と色素画像受理層の間に存在してよい。追加層は、着色、接
着、静電防止性を与え、色素バリアとして作用し、色素媒染層として作用し、またはこれ
らの組み合わせである。例えば、ポリエチレンまたはポリプロピレンなどのポリオレフィ
ンが存在してよい。二酸化チタン、酸化亜鉛などの白色顔料をポリマー層に加えて、反射
性を与えることができる。色素画像受理層への接着を向上させるために、任意に下塗り層
をポリマー層上に使用できる。これは接着層または結合層と呼ばれる。代表的な下塗り層
は、米国特許第４，７４８，１５０号、同第４，９６５，２３８号、同第４，９６５，２
３９号および同第４，９６５，２４１号に開示されている。当業者に公知である帯電防止
層も受理体要素に使用できる。受理体要素は裏塗り層（ｂａｃｋｉｎｇ　ｌａｙｅｒ）を
含んでよい。裏塗り層の好適な例には、米国特許第５，０１１，８１４号および同第５，
０９６，８７５号に開示されているものがある。
【００４６】
　色素画像受理層またはその上の上塗り層は、当分野において慣例であるとおり、剥離剤
、例えばシリコーンまたはフッ素系化合物を含んでよい。種々の代表的な剥離剤が、米国
特許第４，８２０，６８７号および同第４，６９５，２８６号に開示されている。
【００４７】
　受理体要素は、供与体要素に関して記載したとおり、粘着防止剤を含んでよい。種々の
実施形態によると、受理体要素および色素供与体要素は同じ粘着防止剤を含んでよい。
【００４８】
　色素画像受理層は、限定はされないが、印刷、溶液コーティング、浸漬コーティングお
よび押出コーティングなどの当業者に公知のどのような方法によっても支持体上に形成し
てよい。色素画像受理層が押し出される場合、そのプロセスは、（ａ）熱可塑性物質を含
んでなる溶融物を形成する工程；（ｂ）前記溶融物を、単層フィルムまたは複合（多層ま
たはラミネート）フィルムの層として押出または共押出する工程；および（ｃ）押し出さ
れたフィルムを、受理体要素用の支持体に施す工程を含む。
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【００４９】
　色素供与体要素の色素供与体層が受理体要素の色素画像受理層と隣接するように色素供
与体要素と受理体要素が重なった関係に配置されている場合、色素供与体要素と受理体要
素は印刷アセンブリーを形成できる。画像は、印刷アセンブリーをプリントヘッドに通す
ことにより形成できるが、プリントヘッドは、受理体要素とは反対の色素供与体要素の面
に位置する。プリントヘッドは、色素供与体要素に像様またはパッチ様に熱を印加し、色
素供与体層中の染料またはラミネートを受理体要素の色素画像受理層に移動させる。
【００５０】
　印刷アセンブリーとともに使用可能なサーマルプリントヘッドは市販されており、当業
者に公知である。代表的なサーマルプリントヘッドには、富士通サーマルヘッド（ＦＴＰ
－０４０　ＭＣＳＯＯ１）、ＴＤＫサーマルヘッドＦ４１５　ＨＨ７－１０８９、ローム
サーマルヘッドＫＥ２００８－Ｆ３およびＳｈｉｎｋｏヘッド（ＴＨ３００Ｕ１６２Ｐ－
００１）および東芝ヘッド（ＴＰＨ１６２Ｒ１およびＴＰＨ２０７Ｒ１Ａ）があるが、こ
れらに限定されない。
【００５１】
　本願に記載のエチルセルロースバインダーを含む色素供与体要素を使用すると、印刷ア
センブリーの高速印刷が可能であるが、高速印刷とは２．０ミリ秒／ライン以下のライン
速度、例えば、１．５ミリ秒／ライン以下、１．２ミリ秒／ライン以下、１．０ミリ秒／
ライン以下または０．５ミリ秒／ライン以下のライン速度での印刷を意味する。バインダ
ーとしてエチルセルロースを使用すると、得られる印刷濃度が２．０以上で、欠陥がない
画像を作り出すことが可能である。
【００５２】
　本願に記載および例示するとおり、全てのセルロースポリマーが速い印刷速度で同等に
機能するわけでないが、それは、それらが高画像濃度を達成するに十分な量の色素を供与
体から受理体要素に移さないからである。供与体から受理体への色素移動効率は、エチル
セルロースが色素供与体層バインダーである場合はるかに向上する。エチルセルロースを
バインダーとして使用すると、印刷濃度を維持または増加させ、プリントヘッドへの電力
を維持または低下させ、供与体受理体の粘着を低減または除去し、特性曲線形状を制御し
ながら、高速印刷が可能である。本願に実施例を与えて本発明をさらに説明する。
【実施例】
【００５３】
　実施例で使用した物質には以下のものがある：
　表１に示すポリマーは以下の供給元から得た。ＥＣ－４６１は、アメリカ合衆国、ニュ
ーヨーク州、オンタリオにあるＳｃｉｅｎｔｉｆｉｃ　Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔ
ｓから購入したエトキシル含量が４９％であるエチルセルロースである。Ｅｔｈｏｃｅｌ
　４５およびＥｔｈｏｃｅｌ　１００は、ミシガン州、ミッドランド、Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍ
ｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから得たエトキシル含量が４８．０－４９．５％の標準工業グ
レードのエチルセルロースである。Ｈｅｒｃｕｌｅｓ　Ａｑｕａｌｏｎエチルセルロース
ポリマーは全てデラウェア州、ウィルミントン、Ｈｅｒｃｕｌｅｓ　Ｃｈｅｍｉｃａｌか
ら得て、以下のエトキシル含量を有していた：
Ａｑｕａｌｏｎ　Ｋ５０－４５．０－４７．２％エトキシル含量
Ａｑｕａｌｏｎ　Ｎ５０およびＡｑｕａｌｏｎＮ２２－４８．０－４９．５％エトキシル
含量
Ａｑｕａｌｏｎ　Ｔ５０－４９．６－５１．５％エトキシル含量および
Ａｑｕａｌｏｎ　Ｘ２２－５０．５－５２．５％エトキシル含量。
【００５４】
　以下のセルロースエステルポリマーは、テネシー州、キングスポート、Ｅａｓｔｍａｎ
　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから得た：２．５％アセチル、４６．０％プロピオ
ニルおよび１．８％ヒドロキシルを有するＣＡＰ－４８２－２０セルロースアセテートプ
ロピオネート；４％アセチル、５１％ブチリルおよび１．０％ヒドロキシルを有するＣＡ
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Ｂ－５００－５セルロースアセテートブチラート；および１３．５％アセチル、３７％ブ
チリルおよび１．８％ヒドロキシルを有するＣＡＢ－３８１－２０セルロースアセテート
ブチラート。Ｂｕｔｖａｒ　Ｂ７６は、ミズーリ州、セントルイス、Ｓｏｌｕｔｉａ　Ｉ
ｎｃｏｒｐｏｒａｔｅｄにより製造されるポリビニルブチラールであり、８８％ブチラー
ル、１％アセチルおよび１１％ヒドロキシルを有する。
【００５５】
　表５に示す可塑剤は以下の供給元から得た。Ｃｈｌｏｒｏｗａｘ　４０、塩素３９質量
％の長鎖塩素化パラフィン（Ｔg－５０℃）は、Ｏｃｃｉｄｅｎｔａｌ　Ｃｈｅｍｉｃａ
ｌ　Ｃｏｒｐ．から得た；Ｐａｒｏｉｌ　１７０ＬＶ、塩素６７質量％の長鎖塩素化パラ
フィン（Ｔg－４℃）は、ＩＣＣ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ　Ｉｎｃ．の子会社であるＤｏ
ｖｅｒ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐ．から得た；Ｄｒａｐｅｘ　４２９ポリマーポリエ
ステルアジペート可塑剤（Ｔg－５２℃、Ｍw３５００）はＷｉｔｃｏ－Ｃｒｏｍｐｔｏｎ
から得たが、現在はＶｅｌｓｉｃｏｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから
Ａｄｍｅｘ　４２９の商標で販売されている；Ｐａｒａｐｌｅｘ　Ｇ２５ポリエステルセ
バケート（Ｔm－２０℃、Ｍw８０００）、Ｐａｒａｐｌｅｘ　Ｇ６２エポキシ化大豆油（
Ｔm－１５℃、Ｍw１０００）、Ｐｌａｓｔｈａｌｌ　ＨＡ７Ａ（Ｔm－１０℃、Ｍw３００
０）およびＰｌａｓｔｈａｌｌ　Ｐ６５０（Ｔm－１０℃、Ｍw１５００）ポリエステルア
ジペート、Ｐｌａｓｔｈａｌｌ　Ｐ－７０９２（Ｔm－２０℃、Ｍw５０００）ポリエステ
ルグルタレートおよびＴｅｇＭｅｒ　８０９ポリエチレングリコール４００ジ－２－エチ
ルへキソエート（Ｔm－４８℃、Ｍw６５２）はすべてＣＰ　Ｈａｌｌ　Ｃｏｍｐａｎｙか
ら得た；ＰＶＥＥ　１５４ポリ（ビニルエチルエーテル）（Ｔg－６０℃、Ｍw３８００、
カタログ番号１５４）およびＰＰＧ－４８３ポリ（プロピレングリコール）（Ｔg－６９
℃、Ｍw４０００、カタログ番号４８３）は、ニューヨーク州、オンタリオ、Ｓｃｉｅｎ
ｔｉｆｉｃ　Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓから得た。他の物質は各実施例に示す。
【００５６】
　実施例１：シアン色素供与体要素
色素供与体要素Ｉ－１
　以下の層を、記載された順に、４．５ミクロンポリ（エチレンテレフタレート）支持体
の第１面にコーティングして色素供与体要素を調製した。
（１）ｎ－プロピルアセテートおよびｎ－ブチルアルコール溶媒混合物からチタンアルコ
キシド（Ｅ．Ｉ．ＤｕＰｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ　ａｎｄ　ＣｏｍｐａｎｙのＴｙ
ｚｏｒ　ＴＢＴ（登録商標））（０．１６ｇ／ｍ2）の下塗り層および
（２）７５質量％のトルエン、２０質量％のメタノールおよび５質量％のシクロペンタノ
ンの溶媒混合物からコーティングされた、以下の量の以下に示すシアン色素：０．０９３
ｇ／ｍ2のシアン色素＃１、０．０８４ｇ／ｍ2のシアン色素＃２、０．２１ｇ／ｍ2のシ
アン色素＃３；０．２２ｇ／ｍ2のエチルセルロース（ＥＣ－４６１、Ｓｃｉｅｎｔｉｆ
ｉｃ　Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ，Ｉｎｃ．）バインダー；および０．００８４
ｇ／ｍ2のジビニルベンゼンビーズを含む色素供与体層。
【００５７】
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【化４】

【００５８】
　支持体の第２面に、以下の層を記載の順にコーティングして、スリッピング層を調製し
た：
（１）ｎ－プロピルアセテートおよびｎ－ブチルアルコール溶媒混合物からチタンアルコ
キシド（Ｔｙｚｏｒ　ＴＢＴ（登録商標））（０．１６ｇ／ｍ2）の下塗り層および
（２）７５質量％のトルエン、２０質量％のメタノールおよび５質量％のシクロペンタノ
ンの溶媒混合物からコーティングされた、エテンポリマーＰｏｌｙｗａｘ　４００（登録
商標）（０．０２ｇ／ｍ2）、ポリα－オレフィンＶｙｂａｒ　１０３（登録商標）（０
．０２ｇ／ｍ2）およびマレイン酸無水物コポリマーＣｅｒｅｍｅｒ　１６０８（０．０
２ｇ／ｍ2）、ここまで全てテキサス州、シュガーランド、Ｂａｋｅｒ－Ｐｅｔｒｏｌｉ
ｔｅ　Ｐｏｌｙｍｅｒｓ製であり、ならびにポリ（ビニルアセタール）バインダー（０．
４１ｇ／ｍ2）（Ｓｅｋｉｓｕｉ　ＫＳ－１）を含むスリッピング層。
【００５９】
受理体Ｒ－１～Ｒ－３
　全体の厚さが約２２０μｍで感熱色素受理体層の厚さが約３μｍである、以下に示す組
成を有する受理体Ｒ－１およびＲ－２を調製した。Ｒ－１は、調製された紙支持体上に下
塗り層および色素受理層を溶媒コーティングして調製した。Ｒ－２は、調製された紙支持
体上に、結合層および色素受理層を溶融押出して調製した。
【００６０】
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【表１】

【００６１】
【表２】

【００６２】
　受理体Ｒ－３は、三菱ＣＰ－９０００ＤＷ　Ａ６デジタルカラーフォトプリンタで使用
するために販売されている、市販の三菱ＣＫ９０４６受理体であった。
【００６３】
色素供与体要素Ｉ－２からＩ－８および比較要素Ｃ－１からＣ－４
　色素供与体要素Ｉ－２からＩ－８および色素供与体比較要素Ｃ－１からＣ－４は、色素
供与体要素Ｉ－１と同様に調製したが、色素供与体層中のエチルセルロース（ＥＣ－４６
１）を表１に列記するポリマーに替えた。
【００６４】
手順
　光学濃度（ＯＤ）が、Ｄmin（ＯＤ＜０．２）からＤmax（ＯＤ＞２．０）の範囲の１１
ステップパッチ画像を印刷し、色素受理体センシトメトリーおよび粘着性能評価を行った
。０．５２ミリ秒／ラインおよび抵抗ヘッド電圧（ｒｅｓｉｓｔｉｖｅ　ｈｅａｄ　ｖｏ
ｌｔａｇｅ）２５．４Ｖを利用して印刷したとき、印刷エネルギー０ジュール／ｃｍ2か
ら印刷エネルギー０．６５３ジュール／ｃｍ2への等しいエネルギー増分に等価である。
０．５２ミリ秒／ラインおよび抵抗ヘッド電圧３２Ｖを利用して印刷したとき、印刷エネ
ルギー０ジュール／ｃｍ2から印刷エネルギー１．０３７ジュール／ｃｍ2への等しいエネ
ルギー増分に等価である。印刷は、以下に記載のとおり手作業で行った。
【００６５】
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　色素供与体要素の色素面を、同じ幅の受理体要素Ｒ－１の色素画像受理層に接触させて
配置し、印刷アセンブリーを形成した。印刷アセンブリーを、ステッパーモーター駆動引
取装置に固定した。画像化電子機器を作動し、引取装置が印刷アセンブリーを約１６３ｍ
ｍ／秒の速度でプリントヘッドとローラーの間を引くようにした。印刷ライン時間は０．
５２ミリ秒／ラインであった。抵抗プリントヘッド（ｒｅｓｉｓｔｉｖｅ　ｐｒｉｎｔ　
ｈｅａｄ）に供給した電圧は、あるプリントに対して一定であった。２種のプリントを、
それぞれ最大印刷エネルギー０．６５３および１．０３７ジュール／ｃｍ2に対応する２
５．４ボルトおよび３２ボルトで作成した。プリントヘッドを損傷せずに印加できる最大
プリントヘッド電圧は３２Ｖであった。各印刷の後、色素供与体要素と受理体要素を手作
業で分離し、受理体上の１１ステップパッチ画像の印刷された各ステップのステータスＡ
赤反射濃度を、Ｘ－Ｒｉｔｅ透過／反射濃度計（Ｘ－Ｒｉｔｅ　Ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｅ
ｄ、８２０型）を利用して測定した。各色素供与体要素を受理体Ｒ－１に印刷した際に得
た２つの異なる印刷エネルギー０．６５３および１．０３７ジュール／ｃｍ2での赤濃度
（ｒｅｄ　ｄｅｎｓｉｔｙ）の値を表１に報告する。
【００６６】
【表３】

【００６７】
　上記の結果は、シアン色素供与体層中のバインダーとしてエチルセルロースが使用され
る場合、色素供与体層中のバインダーとして他のポリマーが使用される場合に得られるよ
りも、特に高い印刷エネルギーにおいて、同じ入力エネルギーでより高い光学印刷濃度が
得られることを示している。例外はＣ－３であり、低エネルギーで本発明の実施例のいく
つかと同じように良好に作用したが、より速い印刷時間で高い印刷濃度を得るために必要
な高エネルギーで本発明の実施例ほど高い濃度をうみださなかった。Ｉ１からＩ８で得ら
れた向上した濃度は、高速で印刷する際重要な利点となることがある。
【００６８】
実施例２：マゼンタ色素供与体要素
色素供与体要素１－９



(20) JP 2008-524027 A 2008.7.10

10

20

30

　色素供与体要素を色素供与体要素Ｉ－１と同様に調製した。ただし、色素供与体層が以
下に示すマゼンタ色素を含んでいた点が異なっていた：７５質量％のトルエン、２０質量
％のメタノールおよび５質量％のシクロペンタノンの溶媒混合物からコーティングされた
、０．０７００ｇ／ｍ2のマゼンタ色素＃１、０．０６４２ｇ／ｍ2のマゼンタ色素＃２お
よび０．１４６２ｇ／ｍ2のマゼンタ色素＃３、０．２９６７ｇ／ｍ2のエチルセルロース
（Ｅｔｈｏｃｅｌ　４５、Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ）バインダー、０
．００５４ｇ／ｍ2の２ミクロンジビニルベンゼンビーズ。
【００６９】
【化５】

【００７０】
色素供与体要素Ｉ－１０～Ｉ－１３および比較要素Ｃ－５
　色素供与体要素Ｉ－１０からＩ－１３および比較要素Ｃ－５を色素供与体要素Ｉ－９と
同様に調製した。ただし、色素供与体層中のエチルセルロース（Ｅｔｈｏｃｅｌ　４５）
を表２に列記したポリマーに替えた。
【００７１】
手順
　色素供与体要素Ｉ－９からＩ－１３および対照要素Ｃ－５を、色素供与体要素Ｉ－１と
同様に受理体Ｒ－１に印刷した。印刷濃度を色素供与体要素１と同様に測定した。ただし
、１１ステップパッチ画像の印刷された各ステップのステータスＡ緑反射濃度を、Ｘ－Ｒ
ｉｔｅ透過／反射濃度計（Ｘ－Ｒｉｔｅ　Ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｅｄ、８２０型）を利用
して測定した。各色素供与体要素を受理体Ｒ－１に印刷した際に得た２つの異なる印刷エ
ネルギー０．６５３および１．０３７Ｊ／ｃｍ2での緑濃度（ｇｒｅｅｎ　ｄｅｎｓｉｔ
ｙ）の値を表２に報告する。
【００７２】
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【表４】

【００７３】
　上記の結果は、マゼンタ色素供与体層中のバインダーとしてエチルセルロースが使用さ
れる場合、色素供与体層中のバインダーとしてＣＡＰ　４８２－２０など他のポリマーが
使用される場合に得られるよりも、同じ入力エネルギーでより高い光学印刷濃度が得られ
ることを示している。この利点は、高速で印刷する際重要である。
【００７４】
実施例３：色素供与体バインダー性能の速度比較
色素供与体要素Ｉ－１４
　色素供与体要素を色素供与体要素Ｉ－１と同様に調製した。ただし、色素供与体層が以
下に示すイエロー色素を含んでいた点が異なっていた：７５質量％のトルエン、２０質量
％のメタノールおよび５質量％のシクロペンタノンの溶媒混合物からコーティングされた
、０．０７８５ｇ／ｍ2のイエロー色素＃１、０．０９７８ｇ／ｍ2のイエロー色素＃２、
０．２２８３ｇ／ｍ2のエチルセルロース（Ｅｔｈｏｃｅｌ　４５）バインダー、０．０
０３７ｇ／ｍ2の２ミクロンジビニルベンゼンビーズ。
【００７５】
【化６】

【００７６】
色素供与体比較要素Ｃ－６
　色素供与体比較要素Ｃ－６を色素供与体要素Ｉ－１４と同様に調製した。ただし、色素
供与体層中のエチルセルロース（Ｅｔｈｏｃｅｌ　４５）をＣＡＰ－４８２－２０に替え
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た。
【００７７】
手順
　色素供与体要素Ｉ－１４および対照要素Ｃ－６を、色素供与体要素Ｉ－１と同様に受理
体Ｒ－１に印刷した。印刷濃度を色素供与体要素Ｉ－１と同様に測定した。ただし、１１
ステップパッチ画像の印刷された各ステップのステータスＡ青反射濃度を、Ｘ－Ｒｉｔｅ
透過／反射濃度計（Ｘ－Ｒｉｔｅ　Ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｅｄ、８２０型）を利用して測
定した。
【００７８】
　要素Ｉ－１およびＣ－１ならびにＩ－９およびＣ－５のそれぞれステータスＡ赤および
緑反射濃度をすでに記載のとおり測定した。高速印刷条件（０．５２ミリ秒／ライン）お
よび低速印刷条件（５．０ミリ秒／ライン）で２．１以上のシアン、マゼンタおよびイエ
ローの単色濃度を生み出すのに要する最低プリントヘッド電圧を表３に報告する。
【００７９】

【表５】

【００８０】
　上記の結果は、５ミリ秒／ラインなどの遅い印刷時間では、必要なプリントヘッド電圧
が低いため、色素供与体層中のバインダーとしてエチルセルロース（ＥＣ）はＣＡＰと比
べて利点があまりないことを示している。速い印刷時間では、イエロー色素の他は、色素
供与体層バインダーとしてＣＡＰを使用する場合、プリントヘッドを損傷するであろう電
圧を超えずに許容できる印刷濃度は得られないが、ＥＣを色素供与体層バインダーとして
使用する場合それらが得られる。
【００８１】
実施例４：供与体／受理体粘着
色素供与体比較要素Ｃ－７
　色素供与体比較要素Ｃ－７を色素供与体比較要素Ｃ－１と同様に調製した。ただし、追
加の０．０１６９ｇ／ｍ2の可塑剤であるＣ．Ｐ．Ｈａｌｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ製のＰａｒ
ａｐｌｅｘ　Ｇ２５を色素供与体層に加えた。
【００８２】
手順
　色素供与体要素Ｉ－１からＩ－７および色素供与体比較要素Ｃ－１からＣ－３およびＣ
－７を、実施例１と同様に受理体Ｒ－２に印刷し、印刷した画像および使用した色素供与
体要素を、供与体受理体粘着に関して調べた。検査は、受理体の目視検査により行った。
供与体受理体粘着は、受理体上の欠陥の存在、例えば、受理体要素へ移動した望まれない
染料の存在、受理体に粘着した色素層の存在および受理体要素全体にわたる不均一でラン
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のステップの数を各試料に対して記録し、表４に示す。
【００８３】
【表６】

【００８４】
　上記の結果は、ＥＣが、色素供与体層バインダーとして使用されるとき、ＣＡＰおよび
ＣＡＢセルロースエステルポリマーなどの他のバインダーよりもはるかに向上した性能を
有することを示す。
【００８５】
　Ｉ－３、Ｃ－１およびＣ－７は、受理体Ｒ－３上に粘着したステップに関しても試験し
た。Ｉ－３はＲ－３に粘着しなかった（粘着したステップ０）。Ｃ－１およびＣ－７は、
Ｒ－３に著しい粘着を示し、Ｃ－１／Ｒ－３は５ステップが粘着し、Ｃ－７／Ｒ－３は６
ステップが粘着した。
【００８６】
実施例５：種々の可塑剤の影響
　この実施例に使用した可塑剤は上に記載されている。色素供与体要素Ｉ－１５からＩ－
２５および比較要素Ｃ－８を調製し、色素供与体要素Ｉ－９と同様に印刷した。ただし、
色素供与体層中のエチルセルロース（Ｅｔｈｏｃｅｌ４５）を、表５に列記するバインダ
ーポリマーと可塑剤の組み合わせに替えた。バインダーは０．２５ｇ／ｍ2の量で加え、
可塑剤は０．０５ｇ／ｍ2の量で色素供与体層に加えた。これは、バインダーの量に対し
て２０質量％の可塑剤に等しい。
【００８７】
　表５の色素供与体要素を、２５．４ボルトおよび０．５２ミリ秒／ラインのライン速度
でＲ－１に印刷し、実施例２と同様に濃度に関して調べた。次いで、同じ色素供与体要素
をＲ－２に印刷し、実施例４に記載したのと同様に粘着したステップ数を調べた。粘着が
起こると濃度が測定できないので濃度はＲ－１上で評価したが、表５に列記した色素供与
体層とＲ－１の間に粘着は起こらない。
【００８８】
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【表７】

【００８９】
　上記の結果は、エチルセルロースに可塑剤を加えることにより、同量の可塑剤をＣＡＰ
バインダーに加えた場合に得られるよりも、濃度の増加を達成できることを示している。
可塑剤の選択が濃度の増加量に影響することが観察される。
【００９０】
実施例６：特性曲線形状の制御
　色素供与体要素Ｉ－２６からＩ－２８を実施例Ｉ－１と同様に調製した。ただし、Ｅｔ
ｈｏｃｅｌ　４５を様々な比率でＡｑｕａｌｏｎ　Ｘ２２と混合した。要素Ｉ－２６から
Ｉ－２８のブレンドの合わせた合計のレイダウン（ｌａｙｄｏｗｎ）は、０．２２ｇ／ｍ
2で一定に保った。表６に列記した試料を、実施例１の印刷手順を利用してＲ－１上に０
．５２ミリ秒／３２Ｖで印刷した。各ステップの光学濃度を、Ｙ軸上のステータスＡ赤反
射濃度対Ｘ軸上のＪ／ｍ2のエネルギーとしてプロットし、各試料の特性曲線を形成した
。このプロットを利用し、１．０の反射濃度に達するのに要するエネルギー（Ｊ／ｍ2）
を各グラフから読んだ。１．０の反射濃度を得るのに要するエネルギーよりも０．２０Ｊ
／ｍ2低いエネルギーでの赤反射濃度を読むことにより、より低いエネルギーの読みを各
曲線に関して写し取った。この低いエネルギーに対応する印刷濃度を、「足部での濃度（
ｔｈｅ　ｄｅｎｓｉｔｙ　ａｔ　Ｔｏｅ）」と定義し、表６に報告する。
【００９１】
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【表８】

【００９２】
　表６から分かるように、足部領域での特性曲線形状は、低エトキシル含量のＥｔｈｏｃ
ｅｌ　４５と高エトキシル含量のＡｑｕａｌｏｎ　Ｘ２２を異なる比率で混合して制御で
きる。
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